
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

憧憧憧憧れのれのれのれの的的的的であるハリウッドであるハリウッドであるハリウッドであるハリウッド女優女優女優女優もももも、、、、妻妻妻妻でありでありでありであり母母母母でありでありでありであり、、、、そしてそしてそしてそして必然的必然的必然的必然的にににに１１１１年年年年

ごとにごとにごとにごとに歳歳歳歳をとっていくをとっていくをとっていくをとっていく。。。。しかししかししかししかし全世界全世界全世界全世界がハリウッドがハリウッドがハリウッドがハリウッド女優女優女優女優にににに求求求求めるのはめるのはめるのはめるのは若若若若ささささ、、、、美美美美

しさしさしさしさ、、、、そしてそしてそしてそして華華華華やかさやかさやかさやかさ。。。。そんなそんなそんなそんな中中中中、、、、デブラ・ウィンガデブラ・ウィンガデブラ・ウィンガデブラ・ウィンガーーーーをはじめをはじめをはじめをはじめ多多多多くのくのくのくの女優女優女優女優たたたた

ちはちはちはちは、「、「、「、「仕事仕事仕事仕事とととと家庭家庭家庭家庭のののの両立両立両立両立」」」」にににに悩悩悩悩みながらみながらみながらみながら、、、、それぞれそれぞれそれぞれそれぞれ「「「「自分自分自分自分のののの選択選択選択選択」」」」をしてきをしてきをしてきをしてき

たたたた。。。。そんなハリウッドそんなハリウッドそんなハリウッドそんなハリウッド女優女優女優女優３４３４３４３４名名名名にににに「「「「仕事仕事仕事仕事とととと家庭家庭家庭家庭のののの両立両立両立両立」」」」というテというテというテというテーーーーマでインマでインマでインマでイン

タビュタビュタビュタビューーーーしてしてしてして、、、、本音本音本音本音をををを語語語語らせらせらせらせ、、、、このこのこのこの映画映画映画映画をまとめあげたのはをまとめあげたのはをまとめあげたのはをまとめあげたのは同同同同じハリウッドじハリウッドじハリウッドじハリウッド女女女女

優優優優のロザンナ・アのロザンナ・アのロザンナ・アのロザンナ・アーーーークェットクェットクェットクェット。。。。一流一流一流一流のののの女女女女たちのたちのたちのたちの本音本音本音本音はすごい・・・はすごい・・・はすごい・・・はすごい・・・。。。。特特特特にににに１９１９１９１９

３７３７３７３７年生年生年生年生まれのジェーン・フォンダのまれのジェーン・フォンダのまれのジェーン・フォンダのまれのジェーン・フォンダの語語語語りはりはりはりは圧巻圧巻圧巻圧巻！！！！    

────────────    * * * * ────────────    * * * * ────────────    * * * * ────────────    * * * * ────────────    * * * * ────────────    * * * * ────────────    * * * * ────────────    * * * * ────────────    * * * * ────────────    * * * * ────────────    

＜＜＜＜ハリウッドハリウッドハリウッドハリウッド女優女優女優女優のののの特殊性特殊性特殊性特殊性＞＞＞＞    

 ハリウッド女優、それは全世界の女性の憧れの的であるとともに全世界の男たちの「観

賞」のターゲット。スクリーンを通してその姿を全世界の男女に見せる「ハリウッド女優」

は、美しさ、華やかさ、そして若さやセクシーさが必要。そしてもっと露骨にいえば、一

部の女優については、セックス・シンボルとしての「価値」が必要だ。 

 このハリウッド女優に求められる、若さ、美貌、華やかさ、演技力その他ありとあらゆ

る能力を身につけた女優が、近日公開された映画『シモーヌ』（０３年）における完全無欠

の女優シモーヌだ。もっともこれはコンピューターで合成された架空の女優だったが・・・。 

 １年毎に確実に年をとっていくことは、だれも拒否することはできない。昔は秦の始皇

帝も「不老長寿」の薬を夢見たがそれはかなわなかったし、あの「スクリーンの妖精」と

言われたオードリー・ヘップバーン（１９９３年死亡）でさえ、晩年の容姿の衰えはどう

デブラ・ウィンガデブラ・ウィンガデブラ・ウィンガデブラ・ウィンガーーーーをををを探探探探してしてしてして    
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★★★★★★★★★★★★    
監督・製作：ロザンナ・アークェッ

ト 

出演：エマニュエル・ベアール／ジ

ェーン・フォンダ／サルマ・

ハエック／ダイアン・レイン

／キアラ・マストロヤンニ／

グウィネス・パルトロウ／メ

グ・ライアン／シャロン・ス

トーン 



 

しようもなかった。しかしそんな中、素敵に年を重ねている女優たちもたくさんいる。た

とえば、ジャンヌ・モロー然り、またメリル・ストリープ然りだ。 

 これに対して、ハリウッドの男優たちは、女優たちが持つ価値を持ち得ないものの、「性

格俳優」という言葉に代表されるように、老人なら老人なりに、「変な顔」なら「変な顔」

なりに、演技力さえあれば自分の「役」を獲得することができる。 

 このように「ハリウッド女優」というのは全世界から注目される特殊な存在だが、そう

であるからこそ、その生きザマは難しくて大変。とりわけ「仕事と家庭の両立」が・・・。 

 

＜＜＜＜ハリウッドハリウッドハリウッドハリウッド女優女優女優女優におけるにおけるにおけるにおける「「「「仕事仕事仕事仕事とととと家庭家庭家庭家庭のののの両立両立両立両立」」」」とはとはとはとは？＞？＞？＞？＞    

 女性の社会進出が進む中、日本でも「働く女性」にとっての「仕事と家庭の両立」とい

うテ－マが真剣に議論されてきたが、この映画は、ハリウッド女優における「仕事と家庭

の両立」について、ロザンナ・アークェットが自ら３４名のハリウッド女優にインタビュ

ーし、その本音を聞き出したという珍しいスタイルの映画。公開前から既に大きな話題と

なっていた作品だ。ロザンナ自身も実績のあるハリウッド女優。中でもリュック・ベッソ

ン監督のフランス映画『グラン・ブルー』（８８年）が有名だ。 

  

＜＜＜＜冒頭冒頭冒頭冒頭シシシシーーーーンはンはンはンは『『『『赤赤赤赤いいいい靴靴靴靴』＞』＞』＞』＞    

 冒頭シーンは、１９４８年のバレエ映画の名作『赤い靴』。この映画では新人バレリーナ

は大成功の後、愛する人と結婚したものの、その夫から「仕事はやめてくれ」と言われて

絶望し、列車に身を投げて自殺してしまう。なぜ「仕事と家庭の両立」はできないのか？ 

 ロザンナは、祖父はコメディアン、父親は俳優、そして妹も弟も同じ俳優という芸能一

家に育った。そして自分自身も１０代からテレビに出演し、その後ハリウッド女優として

華やかな道を歩みながら、他方で結婚・子育て・離婚等の「試練」を経験した。このよう

な経験をもつロザンナにとっては、この『赤い靴』の主人公であるバレリーナの悲劇は決

して他人事ではなく、自分自身にとっても大きなテーマだったわけだ。 

 

＜＜＜＜デブラ・ウィンガデブラ・ウィンガデブラ・ウィンガデブラ・ウィンガーーーーとはとはとはとは？＞？＞？＞？＞    

 この映画のタイトルとなっているデブラ・ウィンガーという女優は、その出演した『愛

と青春の旅立ち』（８２年）、『愛と追憶の日々』（８３年）、『永遠の愛に生きて』（９３年）

の３作全てがアカデミー主演女優賞の候補となった美人女優。そしてその後、結婚・出産・

離婚を経ながら、数本の映画に出演したものの消息が途絶えていた女優だ。このデブラ・

ウィンガーは今どうしているのだろうか？という興味をもったのがロザンナだ。ロザンナ

はそれをさらに膨らませて、「若くてセクシーな女優」がもてはやされるハリウッド映画界

の中で、自分と同年代の女優たちが「仕事と家庭の両立」というテーマについてどのよう

に考えているのかを聞いてみたい、という興味を持ったことによって、この映画が生まれ



 

たわけだ。もっとも、ハリウッド女優に対してこのような興味があっても、そう簡単には

インタビューすることはできないし、仮にできたとしても容易に本音を聞き出すことはで

きず、通り一遍のものになってしまう可能性が高い。しかし同じ体験と同じ悩みを持つハ

リウッド女優のロザンナであればこそ、それが可能となったのだ。 

 

＜＜＜＜３４３４３４３４人人人人のハリウッドのハリウッドのハリウッドのハリウッド女優女優女優女優たちたちたちたち＞＞＞＞    

 ロザンナは忙しい日程をやりくりしながら合計３４名のハリウッド女優へのインタビュ

ーに成功し、それをロザンナの感性に従ってこの映画にまとめあげた。もっともスケジュ

ールの都合でインタビューが実現できなかった女優も多い。カトリーヌ・ドヌーヴやジャ

ンヌ・モローは「撮影中」でダメだったし、メリル・ストリープとジュリアン・ムーアも

インタビューをやりたかったが実現しなかったとのこと。 

 私はこの映画に登場する３４名の女優すべてを知っているわけではないが、約半数は顔

を知っているし、作品にも結びつく。『恋に落ちたシェイクスピア』（９８年）のグウィネ

ス・パルトロウ（１９７２年生まれ）やイタリアの俳優マルチェロ・マストロヤンニの娘

のキアラ・マストロヤンニ（１９７２年生まれ）等の若手美人女優もいるが、多くの女優

達は４０代が中心だ。メグ・ライアン（１９６１年生まれ）やダイアン・レイン（１９６

５年生まれ）もいる。この映画で再三画面に現れるのが、『氷の微笑』（９２年）や『硝子

の塔』（９３年）のシャロン・ストーン（１９５８年生まれ）と、『天使にラブソングを・・・』

（９２年）の黒人女優ウーピー・ゴールドバーグ（１９５５年生まれ）。彼女達の語りは率

直で説得力がある。 

 圧巻は名優ヘンリー・フォンダの娘でアカデミー主演女優賞を２度受賞したという輝か

しい実績の反面、１９７０年代のベトナム反戦運動の闘士として名を馳せたジェーン・フ

ォンダ。１９９１年に引退してから早くも１０年以上が経つが、彼女は１９３７年生まれ

だから、今や何と６６歳。そのジェーン・フォンダが語るハリウッド女優の魅力としんど

さについての語りや仕事と家庭の両立のワザについての説明は実に説得力があり、じっと

聞き入ってしまうことうけあいだ。 

 

＜＜＜＜さすがによくしゃべるアメリカさすがによくしゃべるアメリカさすがによくしゃべるアメリカさすがによくしゃべるアメリカ人人人人＞＞＞＞    

 インタビュー形式でつくられた映画は珍しい。この場合テーマをうまくしぼらなければ

話が散漫になり、面白くなくなってしまう危険がある。また数名が参加したディスカッシ

ョン形式でのインタビューになると、どうしてもハイテンションになったり、逆にグチの

こぼし合いになったりする危険もある。それをうまく整理しまた編集したのがこの映画だ。

そして全編を通じて思うのは、さすがアメリカ人はよくしゃべるし、表情豊かだというこ

と。それぞれの女優が自分の本音をホントに真剣に語っていることがよくわかる。それも、

１人１人が自分の言葉でしゃべっている。これはホントに立派なもの。さすが超一流女優



 

たちだと感心。 

                      ２００３（平成１５）年１０月１４日記 


